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総務部
働き方改革推進担当

樋口 茉衣さん 　2025年5月26日、当社はワンビルに本社機能を移転
しました。「福ビル街区建替プロジェクト」に伴い、半
世紀以上にわたり本社を置いていた天神を離れ、約６
年。当社グループの発展の地である天神に、私たちは
再び戻ってきました。
　本社を構えるのは、ワンビルの９・10階の２フロア。
およそ2,100坪のオフィスに約700名の従業員が勤務し
ています。前オフィスは執務エリアが多層に分かれて
おり、組織の垣根を越えた交流が生まれにくい環境で
したが、２フロアに集約し中央に内部階段を設置した
ことで、ひとつの大きな空間に全員が同居する、つな
がりやすいオフィスになりました。太い柱や壁も無く
全体を見渡すことができる執務エリアでは、偶発的な
出会いが増え日々新しいコミュニケーションが生まれ
ています。

　今回の本社移転は、2022年に発表した長期ビジョン
「にしてつグループまち夢ビジョン2035」の実現に向
けた経営戦略と捉え取り組んできました。計画策定に
あたっては、経営層や様々な階層の従業員を巻き込み、
未来志向で議論を重ねました。目指したのは、ワンビ
ルのコンセプトである「創造交差点」の体現。そのた
めには、<グループとしての一体感の醸成>、<一歩踏
み込んだ連携>、<提供価値を向上し続ける風土づくり
>を促すオフィスが必要だと考えました。それらを実
現すべく掲げたコンセプトは「X Terminal（クロスター
ミナル） –“ときめき”が交差するオフィスｰ」。様々な人
が集まり、互いに夢や想いを語り合うことで、新たな
価値を生み出し、これまでに築き上げてきた事業をさ
らに発展させていく。“ときめき”が交差する価値創造
のターミナルとなることを目指しています。

本社の創造交差点

変
わ
る
！

“
ワ西

鉄

本

社

ン
ビ
ル
”、 始
動
。

こ
の

交
差
点
か
ら
、

“
と
き
め
き
”を
。

グループ会社の従業員も含めた交流エリア
＜クロスガーデン（９階）＞にて
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集まる人、広がるコミュニケーション
　「従業員×従業員」が交差する拠点として、執務エリ
アの中央に交流エリア『X GARDEN（クロスガーデン）』
を配置しました。フロア間をつなぐ内部階段を下りた
先に広がる約160坪の開放的な空間は、“オフィスらし
くない“佇まいが特徴です。人が集まる「公園」をイメー
ジし、グリーンを多数配置したほか、自然を感じられ
るアロマを導入し、リラックスできる居心地の良い空
間を演出しています。このクロスガーデンでは、グルー
プの誰もがカジュアルに交流でき、社内コミュニティ
の中心となる場を目指した環境を構築しています。
　エリア内は、打ち合わせや個人タスク、1on1ミーティ
ング、食事、リフレッシュなど日常のあらゆる場面で
利用することができます。可動式什器によりシーンに

応じてフレキシブルにレイアウトを変更することが可
能で、最大100名規模の社内イベントを開催すること
もできます。コピーコーナーやカフェスペース、サー
ビスカウンターといったマグネットスペースを併設し
ていることに加え、グループ従業員も自由に出入りし
タッチダウンオフィスとして利用することができるた
め、一日を通して様々な人が行き交います。
　自然と人が集まるこの場所では、偶発的に出会う従
業員との気軽なコミュニケーションが生まれやすく、
雑談や会話を通じて新たな信頼関係が築かれていま
す。従業員のエンゲージメント向上に繋がるとともに、
組織のパフォーマンスを最大化するチームワークが高
まることで、組織を越えたコラボレーションが活性化
されています。
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上）偶発的な出会いを創出する＜クロスガーデン（９階）＞　下）フロア
をつなぐ内部階段。フロア間でコミュニケーションが分断されることなく、
オフィス内を水平移動するのと同じ感覚で行き来することができる。
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　「まちに開かれたオフィス」を目指し、来客エリアは
誰もが気軽に訪れることができる環境を構築しました。
セキュリティゲートを通過せずお越しいただくことが
でき、テーブル・チェアが並ぶラウンジスペースはワー
クスペースとしても自由にご利用いただけます。
　また、同エリアでは、サイネージ・展示物を設置し
た＜ブランドシェアスペース＞を通して、当社グルー
プの歴史や現在の取り組みを発信しているほか、最大
100名収容可能なスペースを使って様々なステークホ
ルダーとの関係を強化するイベントを開催しています。
この場所を起点に新たなパートナーシップを構築し、
ワンビルのコンセプトである「創造交差点」を体現し
ていきます。

　今回の移転を機に、当社グループにおける本社の役
割を、<組織や立場に関係なく交わり、グループの中
心となる場>と整理しました。新しいオフィスでは、グ
ループ従業員も一緒に働くことができ、互いに交流で
きる環境を整えています。
　オフィス内には、グループ従業員が第２のオフィス
として活用できるスペースを各所に設けており、スペー
ス前には、「西鉄グループの従業員どなたでも利用可能
なエリアです」というサインも設置しています。当ス
ペースを中心にワンビルを訪れるグループ従業員との
交流を生み、組織を越えたコラボレーションを促進さ
せ、グループ総合力を発揮していきます。

　新しいオフィスでは従業員の執務席の中心に役員の
座席を配置しました。前オフィスでは役員個室を置い
ていましたが、移転前に行った従業員ワークショップ
の中で、「役員をより身近に感じたい」「役員の想いを
直接聞きたい」という意見が多数挙がったため、これ
を反映したものです。
　役員と従業員との物理的・心理的な距離が縮まり、
インフォーマルコミュニケーションも増え、相互理解が
促進されています。また、オープンな空間で役員自ら
がビジョンを語ることで、組織全体が同じ方向に進む
ことができ、従業員一人ひとりのエンゲージメント向上
にも繋がっています。

まちに開かれたオフィスつながりがグループ総合力を発揮近づく距離と交わる想い
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2025年６月、在福企業12社から総勢60名の社員が協力し、就職活動中の学
生向けに九州で働く魅力を伝えるイベント『KYUSHU JOB FES!』を開催。
自己理解の支援と一緒に働く仲間や先輩と出会う環境を創ることを目的に、
対学生のイベントを実施し、交流を生み出した（290名の学生が参加）。
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多様な席で自在に働くABW 目的に応じた多彩な打ち合わせ空間 癒しと集中を両立する空間

　チームワークを高める多様な打ち合わせスペースを
配置しています。内容に応じ、クローズド（❹）・セミ
クローズド・オープンスペース（❺）を選択すること
ができ、各所には大型モニターやweb会議対応のマイ
クスピーカーを設置しています。 
　執務席と通路を隔てるキャビネットの天板もミー
ティングデスク（❻）として活用し、少人数・短時間
で効率的に打ち合わせを実施しています。

　オフィスの一角に、高集中・リラックスが共存する
スペースを配置しました。グリーンを多く取り入れ自
然の癒しを感じられる空間（❾）で、集中ゾーン（❼）
は周囲の視線を遮り誰にも話しかけられず作業に没頭
することができます。リラックスゾーン（❽）はリラッ
クスしながらアイデアを考える、次の仕事の生産性を
高めるためにリチャージするといった場面で活用して
います。

　新しいオフィスでは、その時々の仕事内容に応じて
自律的に働く場所を選択する働き方、ABW（Activity 
Based Working）を導入しました。執務エリアには、
作業に合わせてデスクの高さ調整が可能な昇降デスク

（❶）やweb会議に対応したワークブース（❷）、チー
ムワークに適したスペースなど様々なシーンに応じた
席を設け、パフォーマンスを最大化しています。 座席
は専用アプリで手軽に予約・チェックイン（❸）する
ことができ、従業員の居場所も容易に確認可能です。
ABWに伴う「誰がどこにいるかわからない」という問
題をアプリ導入によって解決しました。これらの多彩
な座席の新設で、「働きやすくなった」という社員の声
も多いです。
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